
※市外局番のない電話番号は『048』をつけておかけください。

利用会員 サポート会員サポート提供

申・問／ ファミリー・サポート・
センター（こども家庭センター内）

　　　　☎483-4501
　　　　Ｆ466-7522

申・問／こども家庭センター
　　　　☎451-0155
　　　　Ｆ466-7522

　朝霞市では令和７年10月１日から緊急サポート事業を開始します。
急なこどもの預かり等を希望する利用会員と、子育てを支援するサポート
会員の会員同士の間で行う子育ての相互援助活動です。

　現在実施している訪問型の産後ケア事業にショートステイ型、デイサービス型の
産後ケアが追加されました。
　「授乳がうまくできない」「赤ちゃんのお世話の仕方が心配」「少し休みたい」など、
お母さんが困っていることにそって、対応できます。安心して子育てできるよう、ご利用ください。

 利用会員（事前に会員登録が必要です）
●対象

　　・市内在住で０歳から小学６年生のこどもを養育している方
●サポート内容

　　・こどもの風邪や発熱時の預かり（医療受診した場合のみ）
　　・宿泊を伴う預かり（病児病後児は除く）
　　・保護者の体調不良時等のこどもの世話
　　・土・日曜日、祝日等に他のサービスで対応できない時のこどもにかかわる支援等

●利用料（活動予定日前日よりキャンセル料がかかります）
午前７時～午後７時　 １時間当たり1,000円
午後７時～午前７時 １時間当たり1,200円
午後６時～午前９時（宿泊を伴うこどもを預かる場合） １日当たり10,000円（食事代を含む）

 事業内容 

●対象
　　育児に関する不安や困りごとを抱え、支援してくれる方がいない方（市内在住で、１歳未満の
　　子を持つ母親とそのこども）

●サポート内容　　　　　　　　　　　　　　●利用方法
　　・母子の健康チェック　　　　　　　　　　　①こども家庭センタ－窓口で申し込み
　　・助産師による授乳指導、乳房ケア　　　　　※審査に数日かかります
　　・育児相談　　・乳児のケア　等　　　　　　②利用決定後、各施設へ直接予約し、利用となります　

●利用料（令和７年度） ※食事代別途負担あり。減免制度（非課税・生活保護世帯）については、ご相談ください。
ショートステイ型（イムス富士見総合病院） 8,800円（1泊2日）
デイサービス型　（イムス富士見総合病院） 4,400円
デイサービス型　（恵愛病院）※7か月未満 4,000円
訪問型　　　　　（ご自宅にうかがいます） 800円

◎利用回数には制限があります。
ショートステイ型、デイサービス型は
合計７回まで、 訪問型は２回まで。
利用の詳細についてはご相談ください。

 サポート会員 
　・心身ともに健康で、子育て援助活動に積極的な方
　・講習会を受講できる方（資格は必要ありません）

利用の申し込みは、緊急サポートセンター埼玉へ直接電話してください。
会員登録など詳しくは緊急サポートセンター埼玉のホームページをご確認ください。
●緊急サポートセンター埼玉　
　☎048-297-2903　※電話は午前７時～午後８時（年末年始除く）
　Ｍ byoujihoiku@oboe.ocn.ne.jp

産後ケアの事業が新しくなります産後ケアの事業が新しくなります

緊急サポートセンター

謝礼等支払い

登録・申し込み 登録
依頼

　医療機関等に母子で宿泊
し、心身のケアを受けなが
ら休養することができます。

　医療機関等に日中滞在
し、心身のケアを受け、
休養することができます。

　ご自宅で、助産師から、
授乳や育児に関する助言
を受けられます。

ショートス
テイ型（宿

泊型）

デイサービ
ス型（日帰

り型）
訪問型

朝霞市緊急サポート事業を開始します！朝霞市緊急サポート事業を開始します！
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収益的収支 事業経営に伴う
収入と支出

収入　27億6,489万６千円
支出　22億1,635万８千円

収益的収支 事業経営に伴う
収入と支出

収入　21億 99万４千円
支出　18億4,992万７千円

資本的収支 浄水場や水道管の改良
事業に要する収入と支出

収入　 ６億8,084万７千円
支出　19億4,114万円

資本的収支 下水道施設の改良事業に
要する収入と支出

収入　10億2,154万８千円
支出　13億8,466万円

問／上下水道総務課　☎462-3366

● 水道事業会計
　水道事業は独立採算制で運営しており、事業に必要な費用は、皆さんからいただく水道料金などの収入によって
賄われています。
　浄水場や水道管の更新工事として、令和６年度は、泉水・岡浄水場電気設備他更新工事のほか、水道施設耐震化
事業や老朽管更新事業などを実施しました。
　市内の水道管は、宅地化が急速に進んだ昭和40～50年代に敷設されたものが多くあります。水道管の耐震化や
更新工事を計画的に行い、皆さんに安全で安心な水道水をお届けできるよう、健全な事業経営に努めてまいります。

● 下水道事業会計
　下水道事業は「雨水公費・汚水私費の原則」により運営されており、雨水処理費は税金（公費）で、汚水処理費は、
皆さんからいただく下水道使用料などの収入（私費）によって賄われています。
　下水道施設に関する工事として、令和６年度は、浸水被害を軽減させるため、溝沼地区の整備計画に位置付けた
調整池の工事を令和５年度に引き続き実施しました。
　また、下水道施設の適切な維持管理や、今後、需要の増大する下水道管の更新には多額の費用がかかることから、
財源の確保が課題となっています。

支出収入

県水受水費
7億3,345万7千円
（33.1%）

水道料金
19億7,247万2千円
（71.3%）

水を送るための
施設維持管理費
8億2,091万6千円
（37.0%）

企業債の利息
3,762万6千円
（1.7%）

差引収支
5億4,853万8千円

施設の減価償却費
及び資産減耗費
6億2,435万9千円
（28.2%）

水道利用加入金
2億6,994万円
（9.7%）

その他の収入
4億4,254万円
（16.0%）

長期前受金戻入
7,994万4千円
（2.9%）

支出

施設の減価償却費
及び資産減耗費
8億7,142万4千円
（47.1%）

下水道使用料
9億8,877万7千円
（47.1%）

流域下水道
維持管理費負担金
5億6,056万2千円
（30.3%）

下水道施設の
維持管理費
3億8,055万5千円
（20.6%）

企業債の利息
3,686万6千円
（2.0%）

長期前受金戻入
6億8,211万6千円
（32.5%）

その他の収入
1億7,259万5千円
（8.2%）

雨水処理負担金
2億5,750万6千円
（12.2%）

収入

その他の費用
52万円
（0.0%）収支差引

2億5,106万7千円

支出

浄水場の更新、配水管の耐震化、
老朽管の更新に要した費用
11億3,916万9千円
（58.7%）

企業債
6億7,000万円
（98.4%）

企業債償還に要した費用
4億7,768万9千円
（24.6%）

その他の費用
3億2,428万2千円
（16.7%）

不足額
12億6,029万3千円

収入

負担金（消火栓）
1,084万7千円
（1.6%）

＊不足額については損益勘定留保資金などで補てんしました。

支出

下水道施設の
建設改良に要した費用
10億3,623万円
（74.8%）

流域下水道
建設費負担金
9,972万3千円
（7.2%）

国庫補助金
3億5,292万円
（34.5%）

その他下水道建設費
5,011万2千円
（3.6%）

企業債償還に要した費用
1億9,859万5千円
（14.3%）

一般会計繰入金
2,544万2千円
（2.5%）

受益者負担金等
2億678万6千円
（20.2%）

不足額
3億6,311万2千円

収入

企業債
4億3,640万円
（42.7%）

＊不足額については損益勘定留保資金などで補てんしました。

令和6年度（2024年度）令和6年度（2024年度）
朝霞市水道事業・下水道事業会計決算概要 朝霞市水道事業・下水道事業会計決算概要 

令和6年度（2024年度）令和6年度（2024年度）
朝霞市水道事業・下水道事業会計決算概要 朝霞市水道事業・下水道事業会計決算概要 
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